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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

 

村
民
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

家
族
と
も
に
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い

令
和
三
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
全
世
界
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
危
機
に
晒
さ
れ
、
都
市
封
鎖
や

入
国
制
限
、
待
ち
望
ん
だ
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
延
期
に

な
る
な
ど
、
未
曾
有
の
事
態
に
陥
り
今

な
お
収
束
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

経
済
的
打
撃
は
大
き
く
、
国
は
感
染

拡
大
防
止
対
策
に
と
も
な
う
救
済
措
置

を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
極

め
て
厳
し
い
経
済
状
況
に
あ
り
コ
ロ

ナ
・
シ
ョ
ッ
ク
と
称
さ
れ
る
事
態
が
続

い
て
い
ま
す
。　
　

 

島
牧
村
で
も
、
漁
業
に
あ
っ
て
は
漁

獲
量
の
減
少
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ

う
な
魚
価
の
低
迷
と
購
買
力
の
低
下
、

観
光
入
込
客
の
減
少
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
暗
い
出
来
事
が
続
い
て
お
り
、

一
刻
も
早
い
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
治
療
薬

の
開
発
が
進
み
、
誰
も
が
安
心
安
全
な

生
活
環
境
に
戻
り
地
域
経
済
が
回
復
す

る
こ
と
を
切
に
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

 

さ
て
、
一
昨
年
開
設
し
ま
し
た
「
潮

の
音
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
お
り
ま

す
高
齢
者
福
祉
施
設
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
も
指
定
管
理
者　

社
会
福
祉
法

人　

徳
美
会
と
と
も
に
、
よ
り
利
用
し

や
す
い
施
設
運
営
を
追
求
し
て
ま
い
り

ま
す
。

 

ま
た
、
島
牧
・
寿
都
間
送
迎
バ
ス
の

運
行
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
全
額
公
費
負

担
、
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
に
関
す
る
受

診
の
無
料
化
な
ど
福
祉
対
策
と
安
心
・

安
全
な
生
活
の
た
め
ヒ
グ
マ
出
没
対
策

と
し
て
、
電
気
牧
柵
の
設
置
な
ど
引
続

き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

小
規
模
事
業
者
の
育
成
・
推
進
の
た

め
地
域
産
業
活
性
化
支
援
事
業
な
ど
諸

施
策
を
実
施
し
、
狩
場
山
C
A
T
ス

キ
ー
ツ
ア
ー
事
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
ツ

ア
ー
客
の
確
保
が
困
難
で
は
あ
り
ま
す

が
、
自
然
と
の
共
存
を
図
り
な
が
ら
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

ま
た
、
安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
た
め
、

福
祉
・
保
健
・
医
療
の
充
実
と
、
防
災
・

減
災
対
策
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
願
い
妊
婦
健
診
超
音
波
検
査
等
へ

の
公
費
助
成
及
び
教
育
環
境
の
整
備
に

努
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
子
育
て
支

援
対
策
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

私
は
、
私
の
政
治
信
念
で
あ
る
「
ふ

る
さ
と
島
牧
の
明
日
を
築
き
未
来
を
拓

く
」
を
胸
に
抱
き
、
村
づ
く
り
の
理
念

で
あ
る
「
豊
か
な
自
然
と
人
の
温
も
り

を
育
む
村
」
づ
く
り
を
目
指
し
、
地
域

振
興
に
係
る
各
種
事
業
を
積
極
的
に
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

 

し
か
し
な
が
ら
、
隣
町
で
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
選
定
の

た
め
の
文
献
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。

私
は
、
私
の
政
治
信
念
と
村
づ
く
り
の

理
念
を
基
に
、
島
牧
村
の
大
自
然
を
守

り
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
に
、
終
始
一
貫

し
て
受
け
入
れ
が
た
い
と
意
思
表
示
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
意
思
は
、
こ

れ
か
ら
も
変
わ
る
こ
と
な
く
持
ち
続
け

て
ま
い
り
ま
す
こ
と
宣
言
し
、
村
民
皆

様
に
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

 

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
、
ふ

る
さ
と
島
牧
の
村
づ
く
り
の
た
め
職
員

と
一
丸
と
な
っ
て
精
一
杯
の
努
力
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
、
村
民
皆
様
の
ご
多
幸
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　　2021 年　明 け ま し て　　　   お め で と う ご ざ い ま す

島牧村長

藤澤　克
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　　2021 年　明 け ま し て　　　   お め で と う ご ざ い ま す

3

中田　仁史

議会議長

　 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

 

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

令
和
三
年
の
新
春
を
、
御
壮
健
で
迎

え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
平
素

は
議
会
活
動
に
対
し
特
段
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

 

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
年
明
け
か
ら

世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
徐
々
に
拡
大
し
た
こ
と
に
よ

り
、
四
月
か
ら
全
都
道
府
県
を
対
象

に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
外

出
の
自
粛
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
、

学
校
の
臨
時
休
校
な
ど
、
我
々
の
生

活
に
様
々
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

 

開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
し
た

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
に
よ

り
一
年
延
期
と
な
る
な
ど
、
今
ま
で

に
例
を
見
な
い
事
態
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
経
済

に
も
及
ん
で
お
り
、
本
村
の
基
幹
産

業
で
あ
る
漁
業
に
つ
い
て
は
、
魚
価

安
や
漁
獲
量
の
減
な
ど
に
よ
り
非
常

に
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
ま
た
観
光

客
数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
地
域
経
済

に
大
き
な
影
響
が
出
て
お
り
ま
す
。　

 

幸
い
に
も
本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、

感
染
さ
れ
た
方
は
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
終
息
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か

る
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、
マ
ス
ク

の
着
用
・
う
が
い
手
洗
い
等
を
し
っ

か
り
と
行
い
、
個
人
で
出
来
る
感
染

予
防
対
策
は
引
き
続
き
行
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
ま
た
、
昨
年
も
ヒ
グ
マ
の
出
没
が

相
次
ぎ
、
春
先
か
ら
目
撃
情
報
が
多

数
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
出

没
地
域
へ
の
電
気
柵
の
設
置
や
猟
友

会
の
協
力
に
よ
る
ヒ
グ
マ
捕
獲
の
実

施
な
ど
に
よ
り
、
人
的
被
害
や
民
家

な
ど
へ
の
大
き
な
被
害
も
無
く
、
効

果
的
な
対
策
が
と
れ
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

今
後
も
引
き
続
き
、
村
民
皆
様
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を
、

尚
一
層
、
力
強
く
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
、
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

 

新
し
い
時
代
を
迎
え
た
今
、
漁
業
・

農
業
・
商
工
業
な
ど
、
様
々
な
産
業

の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
島
牧
村

の
潜
在
力
を
生
か
し
、
新
た
な
発
想

を
も
っ
て
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減

少
が
加
速
す
る
島
牧
村
の
持
続
的
発

展
、
高
齢
者
に
や
さ
し
く
、
子
育
て

世
帯
が
未
来
に
希
望
を
持
ち
、
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
出
来
る
村
づ
く

り
を
目
指
し
、
議
員
一
同
一
丸
と
な

り
、
様
々
な
場
面
で
村
民
皆
様
の
ご

意
見
、
ご
提
言
を
伺
い
な
が
ら
、
皆

様
が
心
か
ら
誇
れ
る
、
ふ
る
さ
と
島

牧
を
実
感
で
き
る
村
づ
く
り
実
現
に

向
け
て
、
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
議
会
・
議
員
活
動
に
深
い

ご
理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

 

結
び
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
こ

の
一
年
、
ご
健
康
で
幸
多
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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　なお、成人式を迎えられる対象者は、島牧中学校を平成２８年３月に卒業
された方々です。（敬称略）

成人式  延期のお知らせ

伊藤　修汰　（字泊）
臼杵　佑也　（伊達市）
近江　真生　（字永豊町）
黒澤　陽太　（字港）
桑野　梨瑚　（字本目）
後藤　弘毅　（字元町）
下山　信一　（字泊）

高舘　すずな　（札幌市）
髙山　心伍　（字原歌町）
藤井　甚平　（字泊）
本庄　海璃　（字泊）
宮本　慎也　（字永豊町）
桃井　亜美　（字豊浜）
山口　航生　（字泊）
山田　澪那　（字栄磯）

しままきのき１歳児記念品とは…

　しままきのき　１歳児記念品11/16

▲悠詩くんの名前が刻銘されてあります

　11 月 16 日、１歳を迎えた児童に贈られる、「しままきのき１歳児記念品」が藤
澤村長から贈呈されました。この度記念品が贈られたのは、亀井 悠

ゆう た

詩くん（字本目）
で、記念品として食器セットが贈られました。

島牧村で生まれ育つお子さんの成長を祝うとともに、 木育や伐期を迎えた村有林の活用
の一環として、 村内の１歳を迎えるお子さんへ、 島牧村の木で作った贈り物をする事業。

　1月 10日に予定しておりました令和 3年成人式ですが、新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大防止の観点から、開催を延期することとなりました。延
期時期については、令和 3年 5月のゴールデンウィークを予定しております。

▲うれしそうな悠詩くん♪
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休養とは、①心身の疲労を回復しもとの活力ある状態に戻す「休む」ことと、②
リラックスする、趣味やスポーツ活動などで積極的に過ごし、明日の健康を考え
ていく「養う」という 2つの側面があります。時間を作り、積極的に「休養」し
ましょう。

ひとりで悩むより、誰かに話してみませんか？

◇こころの健康づくりに大切なこと
1 . 休養

ストレスの影響を強く受けるかどうかは個人差があります。ストレスに対処する
力を高めるためには①健康的な睡眠、運動、食習慣によって心身の健康を維持する、
②自分の感情や考えを上手に表現する、③上手に気分転換やリラックスをはかる、
などがあげられます。

2 . ストレスへの対応

　睡眠不足によって疲労感、情緒の不安定さ、判断力がにぶくなるなど、くらし
に大きく影響します。良い睡眠のためには、①ストレスに上手に対処できるよう
になる、②適度に運動する、③睡眠の正しい知識を得る（「十分に眠れなくても毎
朝同じ時間に起きる」「眠いときだけ床に入る」）などがあげられます。

3 . 睡眠

　こころの病にはうつ病、依存症、認知症など、さまざまなものがありますが、
その中でも現代のストレス社会ではうつ病が大きな問題になっています。うつ病
は感情、意欲、思考、身体のさまざまな面に症状があらわれ、自殺の最も重要な
要因にもなっています。うつ病は早期に発見され適切な治療を受ければ大部分が
改善します。

4 . こころの病気への対応

 こころの健康相談統一ダイヤル（道立精神保健福祉センター）  ℡　０５７０－０６４－５５６

 北海道いのちの電話   ℡　０１１－２３１－４３４３

 自殺予防　いのちの電話   ℡　０１２０－７８３－５５６

 倶知安保健所　こころの健康相談（健康支援係）   ℡　０１３６－２３－１９５７

 島牧村役場　福祉課   ℡　０１３６－７５ー６００１

こ こ ろ の 健 康 づ く り に
大 切 な こ と
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▽
相
談
日
程

1
月
6
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

２
月
3
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日

　
　

毎
週
水
曜
日
、
相
談
無
料

　
　▽

事
前
予
約
制

▽
予
約
受
付
時
間　

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▽
住
所　

岩
内
町
高
台
84
‐
3　

　
　
　
　
　
（
佐
藤
精
肉
店
と
な
り
）

℡
0
1
3
5
‐
62
‐
8
3
7
3

Fax 

0
1
3
5
‐
62
‐
8
3
8
3

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
る

と
、
水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出
な
く

な
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
す
る
凍
結
事

故
が
増
加
し
ま
す
。

　

気
象
状
況
に
注
意
し
、
外
出
の
時
や

寝
る
前
に
は
水
道
の
水
抜
き
を
忘
れ
ず

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
水
抜
き
の
仕
方

１
、
蛇
口
を
開
い
て
水
を
出
し
、
元
栓

を
閉
め
ま
す
。

２
、
蛇
口
は
朝
ま
で
開
い
た
ま
ま
の
状

態
に
し
ま
す
。

（
水
道
管
が
凍
っ
て
出
な
い
時
は
、
自

然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
か
、
蛇
口
や
水

道
管
に
タ
オ
ル
な
ど
を
被
せ
、
ゆ
っ
く

り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
場
合
は
、
蛇

口
の
閉
め
忘
れ
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
い
く
ら
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
も
水

が
出
な
い
場
合
は
、
蛇
口
を
無
理
に
回

し
た
り
せ
ず
、
水
道
業
者
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　

急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
、
蛇
口
や
水

道
管
を
い
た
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。
ヤ
ケ
ド
な
ど
に

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。）　

　
「
誤
嚥
性
の
不
慮
の
窒
息
」
に
よ
る

事
故
は
、
高
齢
者
の
「
不
慮
の
事
故
」

の
中
で
最
も
死
亡
者
数
が
多
く
、
こ
の

う
ち
約
半
数
を
「
気
道
閉
塞
を
生
じ
た

食
品
の
誤
嚥
」
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

特
に
お
正
月
は
お
餅
に
よ
る
窒
息
事

故
が
急
増
す
る
た
め
、
お
餅
を
食
べ
る

時
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
お
餅
を
食
べ
る
時
に
は
…

・
お
餅
は
小
さ
く
切
っ
て
お
く

・
お
餅
を
食
べ
る
前
に
は
、
先
に
お
茶

　

や
汁
物
を
飲
ん
で
喉
を
潤
し
て
お
く

・
お
餅
は
よ
く
か
ん
で
、
唾
液
と
よ
く

　

混
ぜ
合
わ
せ
て
か
ら
飲
み
込
む

　

北
方
領
土
問
題
の
一
日
も
早
い
解
決

を
期
待
し
、
国
の
外
交
交
渉
を
積
極
的

に
後
押
し
す
る
と
と
も
に
、
道
民
世
論

の
結
集
を
図
る
た
め
、2
月
7
日
の「
北

方
領
土
の
日
」
を
中
心
に
1
月
21
日
か

ら
2
月
20
日
の
1
カ
月
を
特
別
啓
発
期

間
と
し
、
一
層
強
力
に
北
方
領
土
問
題

の
啓
発
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
1
月
21
日
か
ら
2

月
19
日
ま
で
、
役
場
庁
舎
内
・
道
の
駅

に
お
き
ま
し
て
、
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
開

設
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
返
還
運
動
へ
積
極
的
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

特
殊
詐
欺
は
、
被
害
者
の
弱
み
や
親

子
の
情
愛
な
ど
に
つ
け
込
ん
で
財
産
を

だ
ま
し
取
る
悪
質
な
犯
罪
で
す
。

　
「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」「
先
に
保

証
金
を
支
払
え
」「
必
ず
も
う
か
る
」

等
の
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

り
、
身
に
覚
え
の
な
い
メ
ー
ル
等
が
送

ら
れ
て
き
た
ら
、
警
察
や
家
族
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

北
海
道
環
境
生
活
部
く
ら
し
安
全
局

道
民
生
活
課
青
少
年
係
（
防
犯
）

℡
０
１
１
‐
２
０
４
‐
５
６
６
３

村からの
お知らせ

　　広報活動についてのご意見は

企画情報係までお寄せください。

（電話　75-6212）

1
月
21
日
〜
2
月
20
日

「
北
方
領
土
の
日
」
特
別
啓
発
期
間

し
り
べ
し
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

開
設
の
お
知
ら
せ

水
道
凍
結
に
ご
注
意

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

高
齢
者
の
餅
の
窒
息
事
故

落
ち
着
こ
う

振
り
込
む
前
に
相
談
を
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年金の窓口 新成人の皆さんへ　20歳になったら国民年金

○「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」
★「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険
料の納付が猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門
学校、専修学校及び各種学校（修業年限 1年以上である課程）に在学する方です。
★「納付猶予制度」
　学生でない 50 歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に国民年金保
険料の納付が猶予される制度です。
　※平成 28 年 6月以前の期間は、30 歳未満であった期間が対象となります。

　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなっ
たときに、働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　国民年金は 20歳以上 60歳未満の方は加入することが義務付けられています。
　20 歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！

○国民年金のポイント
★将来の大きな支えになります！
　国民年金は２０歳から６０歳までの方が加入し、保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障さ
れます。
★老後のためだけのものではありません！
　国民年金は、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。
　障害年金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。
　また、遺族年金は加入者が死亡した場合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子
のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

　保険料を未納のまま放置すると、年金の給付を受け取ることができない場合があります。
また、保険料には学生納付特例制度、納付猶予制度の他、免除制度があります。国民年金の
ご相談・手続き等については、小樽年金事務所（0134-65-5002）または島牧村役場住民課
住民係（0136-75-6213）までお問い合わせください。

募集種目 受験資格 受付期間 試験日

自衛官候補生
（第 7回目）

採用予定月の 1日現
在、18 歳以上 33 歳
未満の者

男子

令 和 3 年 1 月 21
日～令和 3 年 2 月
12 日

令和 3年 2月 19 日、20 日

女子 令和 3年 2月 20 日

自
衛
官
募
集
案
内

【お問い合わせ】   
倶知安地域事務所　倶知安町南 3条東 1丁目　　　℡　0136 ‐ 23 ‐ 3540
自衛官募集相談員　後藤　諭　　　℡　76 ‐ 7504



12
月

 12月 1日～12月31日

    15 日   第 4 回村議会定例会

    26 日   小学校終業式

    28 日   中学校終業式

　30 日   役場御用納め

運

転

免

許

更新時講習
　寿都町文化センター

一般・違反講習
  1月12日（火）  2月16日（火）
　一　般　者　13：00～14：00
　違　反　者　14：45～16：45

優良・初回講習
　1月15日（金）  2月19日（金）
　優　良　者　13：00～13：30
　初回更新者　14：15～16：15

高齢者講習
（70歳以上・事前予約制）

八雲自動車学校　
0137－63－2111　
　　　　※ご予約はお早めに

交通安全はみんなの願い

死亡交通事故

０の日
令和 2年

12月 15日現在 5965 日達成

　
　
　
　

●
発
行
／
島
牧
村　

●
編
集
／
企
画
課
企
画
情
報
係　
　
　

（
℡
０
１
３
６-

７
５-

６
２
１
２ 

内
線
22
）　
　
　
　

　

〒
０
４
８-

０
６
２
１ 

北
海
道
島
牧
郡
島
牧
村
字
泊
83-

1　

        

●
印
刷
／
株
式
会
社 

総
北
海　

　　　　

広
報
し
ま
ま
き    

2 

月
号

　　　　

広
報
し
ま
ま
き

　1
　月
号

オジロワシふるさとスケッチ

宮内地区でオジロワシを撮影。野鳥の撮影は難しい…
（12/4）

編　

集　

後　

記

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
読
み
や
す

い
広
報
の
編
集
を
心
掛
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
▼
さ
て
、
み
な
さ
ん
は
今
年
の
お
正
月
は
ど
の
よ
う
に

過
ご
し
て
い
ま
す
か
？
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
自
宅
で
過
ご
す
時
間

が
増
え
た
人
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
自
宅
で
過
ご
す
時
間
が
増

え
る
と
手
持
無
沙
汰
に
感
じ
、「
暇
だ
な
ぁ
」
と
思
う
人
も
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
「
暇
」
と
い
う
文
字
、「
隠
れ
た
価
値
を

持
つ
時
間
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。
▼
「
暇
」
と
い
う

字
は
、
岩
石
か
ら
取
り
出
し
た
ば
か
り
未
加
工
の
玉
の
象
形
文
字

で
、「
未
知
数
」「
制
約
の
な
い
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。

無
駄
な
時
間
と
い
う
風
に
と
ら
れ
が
ち
で
す
が
、「
暇
」
と
思
う

時
間
は
案
外
貴
重
な
時
間
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
▼
今
年
の
干

支
は
丑
年
で
、
表
す
動
物
は
牛
。
丑
年
は
先
を
急
が
ず
一
歩
一
歩

着
実
に
物
事
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
な
年
と
言
わ
れ
ま
す
。
お
正

月
休
み
の
自
宅
で
過
ご
す
「
暇
」
な
時
間
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を

考
え
る
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
と
し
た
ら
、
モ
ー
っ
と
良
い
年
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
M
）

し ま ま き
わが家の

お 殿 様

亀井家のめんこすぎる三男坊ゆうた♡
最近は歩けるようになって、いたずら放題！
兄ちゃんたちの遊びに興味津々です。今はまだ「ゆ
うた怪獣」なので、仲間に入れてもらえませんが ...
早く大好きな兄ちゃんたちと一緒に遊べるようにな
りたいね☆
三兄弟、仲良くケンカしながら大きくな～れ！！

亀井　悠
ゆ う た

詩 くん

（令和元年１１月１４日生） 字本目／亀井孝志・
まどかさんのお子さん
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永　

勢　
　
　

遼

主　

任　
　
　
　

伊　

藤　

政　

樹

［
土
木
係
］

係　

長�

境　
　
　

龍　

人

主　

事�

中　

田　

一　

歩

　

会
計
年
度
（
※
）　��

平　

田　

順　

也

  ［
水
道
係
］

係　

長　
　
　
　
　

永　

勢　
　
　

遼

主　

任�

伊　

藤　

政　

樹

主
事
補　
　
　
　
　

櫻　

井　
　
　

忍

��［
生
活
排
水
係
］

　

係　

長　
　
　
　

境　
　
　

龍　

人

主　

事�

中　

田　

一　

歩

会
計
管
理
者

　
　
　
　花　

田　
　
　

明

出

　納

　課

課　

長�
花　

田　
　
　

明

　会
計
年
度
（
※
）�
山　

田　

美
枝
子

◎
議

　
　会

議　

長　
　
　
　
　

中　

田　

仁　

史

副
議
長　
　
　
　
　

瀬
戸
川　
　
　

豊

［
総
務
社
会
常
任
委
員
会
］

委
員
長�

長　

尾　

文　

裕

副
委
員
長�

後　

藤　
　
　

諭

委　

員�

坂　

下　

初　

雄

委　

員　
　
　
　
　

佐　

藤　

伴　

則

委　

員�

佐　

藤　

清　

司

委　

員�

中　

田　

仁　

史

［
産
業
建
設
常
任
委
員
会
］

委
員
長�

濱　

野　

勝　

男

副
委
員
長�

坂　

下　

初　

雄

委　

員　
　
　
　
　

佐　

藤　

伴　

則

委　

員　
　
　
　
　

佐　

藤　

清　

司

委　

員　
　
　
　
　

瀬
戸
川　
　
　

豊

委　

員　
　
　
　
　

後　

藤　
　
　

諭

［
議
会
運
営
委
員
会
］

委
員
長�

佐　

藤　

清　

司

副
委
員
長　
　
　
　

佐　

藤　

伴　

則

委　

員�

坂　

下　

初　

雄

委　

員�

濱　

野　

勝　

男

委　

員�

後　

藤　
　
　

諭

事
務
局
長　
　
　
　

西　

海　

敦　

詞

主　

事�

岩　

倉　

友　

樹

◎
教
育
委
員
会

教
育
長�

小
野
寺　

淳　

司

委　

員�

藤　

田　
　
　

聖

委　

員�

臼　

杵　
　
　

香

委　

員�

木　

村　

博　

文

次　

長�

鈴　

木　

健　

二

［
学
務
管
理
係
］

係　

長�

佐
々
木　

和　

巳

主　

任�

上　

田　

崇　

生

  

会
計
年
度
（
※
）     

目

　時

　
　
　洋

  

会
計
年
度
（
※
）�����

花　

田　

正　

行

  

会
計
年
度
（
※
）�����

桑　

野　

国　

寿

［
学
校
給
食
係
］

係　

長�

高　

島　

秀　

樹

栄
養
教
諭
（
道
職
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　

柴　

田　
　
　

郁

  

会
計
年
度
（
※
）�����

手　

塚　

さ
ゆ
り

［
生
涯
学
習
係
］

係　

長�

鈴　

木　

健　

二

主
事
・　

�

社
会
教
育
主
事

�

奈　

良　

周　

弥

◎
農
業
委
員
会

会　

長�

坂　

下　

初　

雄

委　

員�

中　

田　

直　

美

委　

員�

吉　

澤　

俊　

輔

委　

員�

中　

田　

正　

秋

委　

員�

熊　

谷　

信　

夫

委　

員�

波
多
野　

信　

夫

委　

員�

幸　

所　

太　

士

（併）
事
務
局
長　
　
　

佐　

藤　
　
　

享

◎
岩
内
・
寿
都
地
方
消
防
組
合

島
牧
支
署
長
・
消
防
司
令

�

齊　

藤　

俊　

幸

副
支
署
長
・
消
防
司
令

�
天　

満　

優　

人

　

主
幹
・
消
防
司
令
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　

花　

田　

雄　

二

［
庶
務
係
］

係
長
・
消
防
司
令
補

�

木　

村　

一　

行

　主
任
・
消
防
士
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

村　

川　

雄　

亮

　

消
防
士　
　
　
　
　

庄　

野　

哲　

平

　
　

消
防
士
長　
　
　

成　

田　
　
　

準

��［
予
防
係
］

係
長
・
消
防
司
令
補

�

桑　

野　

崇　

廣

主
任
・
消
防
士
長

�

成　

田　
　
　

準

消
防
副
士
長�

山　

下　

拓　

実

　
消
防
士
長�

石　

岡　

拓　

麿

　
消
防
士
長�

村　

川　

雄　

亮

　
　

消
防
士�

川　

島　

良　

太

　
　

消
防
士�

北　

舘　

朋　

尚

　
　

消
防
士�

齋　

藤　
　
　

秦

［
警
防
係
］

係　

長�

花　

田　

雄　

二

主
任
・
消
防
士
長

�

石　

岡　

拓　

麿

消
防
士�

北

　舘

　朋

　尚

消
防
士�

齋

　藤

　
　
　秦

消
防
士�

石　

崎　

一　

冴

　
　

消
防
士
長　
　
　

目　

時　
　
　

翔

　
　

消
防
副
士
長　
　

山　

下　

拓　

実

　
　

消
防
士　
　
　
　

川　

島　

良　

太

　
　消
防
士　
　
　
　

庄　

野　

哲　

平

［
救
急
係
］

係
長
・
消
防
司
令
補

�

三

　春

　将

　之

　

係　

長�

天　

満　

優　

人

主
査
・
消
防
士
長

�

目　

時　
　
　

翔

　

消
防
士　
　
　
　
　

川　

島　

良　

太

　
　

消
防
司
令�

齊　

藤　

俊　

幸

　
消
防
司
令
補�

花　

田　

雄　

二

消
防
司
令
補�

木　

村　

一　

行

消
防
司
令
補　
　

桑　

野　

崇　

廣

消
防
士
長�

成　

田　
　
　

準

消
防
士
長　
　
　

石　

岡　

拓　

麿

消
防
士
長�

村　

川　

雄　

亮

消
防
副
士
長�

山　

下　

拓　

実

消
防
士�

北　

舘　

朋　

尚

　
　

消
防
士　
　
　
　

齋　

藤　
　
　

秦

　
　

消
防
士　
　
　
　

庄　

野　

哲　

平

消
防
士�

石　

崎　

一　

冴

［
島
牧
消
防
団
］

団　

長�

髙　

島　

紀　

彦

副
団
長�

佐　

藤　

清　

司

副
団
長　
　
　
　
　

内　

藤　
　
　

究

団
本
部
分
団
長�

佐　

藤　

優　

子

第
一
分
団
長�

田　

中　

憲　

明

第
二
分
団
長�

田　

宮　
　
　

馨

第
三
分
団
長�

松　

永　

正　

則

第
四
分
団
長�

宮　

本　

輝　

雄

第
五
分
団
長�

髙　

島　

光　

則

第
六
分
団
長�

泉　
　
　

一　

成

◎
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長�

小　

倉　

よ
し
子

委　

員�

溝　

口　

酒　

造

委　

員�

平　

田　
　
　

敏

　

委　

員　
　
　
　
　

蟻　

波　

ヒ
ロ
ヱ

　

書
記
長�

小　

倉　
　
　

司

　
　

書　

記　
　
　
　

永　

島　

茂　

雄

　

書　

記�

田　

中　

勝　

義

　
　

書　

記　
　
　
　

川　

原　

尚　

郁

　
　

書　

記�

富　

岡　

侑　

哉

　

書　

記�

松　

岡　

智　

美

　

書　

記�

水　

戸　
　
　

亮

　

書　

記�

石　

川　

貴　

明

　
　

書　

記　
　
　
　

圓　

山　

愛
希
子

　
　

書　

記　
　
　
　

吉　

田　

光　

希

◎
監
査
委
員

識
見
選
出
委
員�

村　

上　
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典

議
会
選
出
委
員�

坂　
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初　

雄

（併）
書　

記�

西　

海　

敦　

詞

書　
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岩　
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友　

樹

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
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内　

藤　
　
　

究

委　

員�

池　

田　

純　

二

委　

員�

中　

田　

緑　

朗

◎
人
権
擁
護
委
員

　

平
田　
　

敏　
　
　

小
川　

英
俊

◎
保

　護

　司

　

内
藤　
　

究　
　
　

村
上　

秀
典

　

三
好　

克
也　
　
　

山
田　

康
次

　

木
村　

博
文　
　
　

田
中　

勝
義

◎
行
政
相
談
委
員

�

右　

近　

達　

雄

◎
交
通
安
全
推
進
委
員
会

会　

長�

藤　

澤　
　
　

克

副
会
長�

坂　

下　

初　

雄

副
会
長�

京　

野　

元
一
郎

監　

事�

和　

田　

定　

和

監　

事�

髙　
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彦

委　
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田　

仁　
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委　

員�

瀬
戸
川　
　
　

豊

委　

員�

河　

上　
　
　

勝

委　

員　
　
　
　
　

小
野
寺　

淳　

司

委　

員�

三　

好　

克　

也
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員�

逢　

坂　

俊　

紀

委　

員�
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上　

儀　

廣

委　

員�
和　

泉　

吉　

一

委　

員�

中　

島　

龍　

一

交
通
安
全
推
進
員　

村　

上　

大　

玄

交
通
安
全
指
導
員

　

境　
　

正
徳　
　
　

京
野
元
一
郎

　

和
田　

定
和　
　
　

佐
藤　

俊
光

　

升
田　

知
一　
　
　

中
田　

緑
朗

　

溝
口　

酒
造　
　
　

二
階　

英
樹

　

山
田　

由
之　
　
　

藤
田　
　

剛

　

鈴
木　

邦
男　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

交
通
安
全
協
力
員

　

内
藤　
　

究　
　
　

宮
坂　

政
博

　

金
子　

英
敏　
　
　

小
田
桐　

清

　

小
山
内
征
子　
　
　

木
村　

一
行

　

若
山　

壽
夫　
　
　

二
階　

昭
子

　

大
西　

敏
夫　
　
　

石
岡　

幸
二

　

堂
坂　

良
幸

◎
交
通
安
全
協
会

会　

長�

坂　

下　

初　

雄

副
会
長�
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田　

定　

和

副
会
長　
　
　
　
　

小
田
桐　
　
　

清�

理　

事　
　
　
　
　

髙　

島　

憲　

一

理　

事�

内　

藤　
　
　

究

理　

事�

大　

森　

英　

隆

理　

事�

松　

山　

賢　

治

理　

事�

小
野
寺　

淳　

司

理　

事�

髙　

島　

紀　

彦

監　

事　
　
　
　
　

�

花　

田　
　
　

明

監　

事　
　
　
　
　

�

大　

森　
　
　

隆

事
務
局�

村　

上　

秀　

典

事
務
局�

升　

田　

知　

一

◎
簡
易
郵
便
局
主
任

歌　

島�

内　

藤　

美
耶
子

豊　

浜�

濱　

野　

美　

雪

元　

町�

平　

川　

裕　

美

原　

歌�

永　

勢　

琴　

美

◎
観
光
協
会

会　

長�

堂　

坂　

良　

幸

副
会
長�

吉　

澤　
　
　

隆

副
会
長�

鈴　

木　

正　

年

理　

事�

宮　

坂　

政　

博　

理　

事�

徳　

野　

智　

信

理　

事�

髙　

島　

紀　

彦

理　

事�

前　

田　

順　

子

理　

事�

髙　

島　

輝　

彦

監　

事�

小　

山　
　
　

学

監　

事�

内　

藤　
　
　

究

◎
地
区
会
長
連
絡
協
議
会

会　

長　
　
　
　
　

宮　

坂　

政　

博

副
会
長　
　
　
　
　

堂　

坂　

良　

幸　

［
地
区
会
長
］

歌　

島�

内　

藤　
　
　

究

本　

目�

宮　

坂　

政　

博

豊　

栄�

金　

子　

英　

敏

永　

豊�

小
田
桐　
　
　

清

江
ノ
島�

木　

村　

一　

行

元　

町�

若　

山　

壽　

夫

原　

歌�

大　

西　

敏　

夫

植　

車�

石　

岡　

幸　

二

第
二
栄
浜�
堂　

坂　

良　

幸

◎
地
区
連
絡
員

冨
浦
地
区�

三　

春　

き　

ぬ

歌
島
地
区�

石　

谷　

キ
ミ
子

　

〃�

村　

山　

朋　

彦

　

〃�

天　

満　

ひ
ろ
み

　

〃�

林　
　
　

良　

子

本
目
地
区　
　
　
　

�

山　

下　

美
香
子

　

〃�

岡　

本　

勝　

廣

　

〃�

和　

田　

賀　

子

　

〃�

大　

宮　

君　

枝

港
地
区　
　
　
　
　

山　

下　

治　

人

栄
磯
地
区�

小　

倉　
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廣

豊
浜
地
区　
　
　
　

山　

本　

牧　

子

　

〃�

大　

川　

幸　

子

　

〃�

髙　

島　

里　

子

永
豊
地
区�
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中　

勝　

敏

　

〃�

升　

田　

千
代
美

泊
地
区�

渥　

美　

早
智
子

　

〃�

山　

口　

治　

美　
　
　

　

〃�

佐　

藤　

千
加
子

豊
平
地
区�

大　

森　

英　

隆

宮
内
地
区�

田　

口　

み　

や

江
ノ
島
地
区�

木　

村　

優　

子

元
町
地
区�

佐　

藤　

美　

鈴

　

〃�

池　

田　

昇　

司

　

〃�

南　

雲　

一　

枝

　

〃�

二　

階　

一　

夫

原
歌
地
区�

中　

山　

千
恵
子

　

〃�

工　

藤　

千
惠
子

植
車
地
区�

石　

岡　

ゆ
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